
タ
カ
ツ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ

一一品
爪
神
社

羽
咋
郡
大
翻

寺
の
商
爪
山
蹴
に
在
る
。
高
爪
明
耐
と
も
六
枇
宮
と

も
い
ひ
、
別
諮
に
録
音
宗
大
商
寺
が
あ
っ
た
。
式
内

等
一
自
社
記
に
、
『
殴
爪
山
耐
社
。
富
来
郷
内
大
翻
寺

村
地
内
銀
座
。
稽
=
六
開
明
紳
↓

別
詰
所
金
陵
山
大
前

寺
。
』
と
見
え
る
が
、
金
陵
山
は
金
館
山
の
誌
で
あ
ら

う
。
叉
能
管
名
跡
芯
に
は
、『本
一祉
は
六
枇
椛
裂
也
。

高
爪
・
抑制多
・
三
崎
・
石
動
・
白
山
・
八
幡
宮
の
六
枇

也
。
』
と
記
す
る
。
今
一両
爪
跡
祉
と
総
せ
ら
れ
る
。
祉

政
に
、
承
元
三
年
二
且
遺
品
開
銘
・
凶
永
七
年
八
周
候

繕
銘
を
有
す
る
木
蓮
薬
師
如
来
座
像
費
値
体
官
同
八
四

h
F
カ
ツ
キ
カ
ン
ベ
エ

高
槻
勘
兵
衛
総
千
石
。

高
治
二
年
勘
兵
衛
の
御
伎
役
を
除
き
、
足
靭
二
十
人

を
預
け
ら
れ
た
が
、
勘
兵
衛
は
御
使
番
に
役
科
が
あ

り
、
足
料
印
刷
に
は
そ
れ
が
な
い
か
ら
、
不
平
の
錫
に

職
を
僻

L
、
京
都
に
主
っ
て
浪
人
と
な
り
、
名
を
道

也
と
臨
め
た
。

・タ
カ
ツ
ジ
チ
ョ
ウ

一一品
註
帳

J
ゴ
ウ
ソ

Y

タ
カ

ツ
ジ
チ
ヨ
ムソ
郷
村
宜
同
辻
帳
。

h
F
カ
ツ
ジ
ツ
グ
ナ
ガ

高
辻
縮
長

菅
原
氏
。
父

は
長
院
。
文
章
博
士
、
左
大
姉
、
少
納
言
、
椴
大
納

言
、
正
二
位
。
後
花
岡

・
後
土
御
門
二
天
晶
子
の
侍
縦

で
あ
っ
た
。
文
明
七
年
七
月
三
日
加
賀
に
於
い
て
六

十
二
歳
そ
以
て
姥
じ
た
。

タ
カ
ッ
プ
リ
ヤ
マ

一一
回
同
っ
ぷ
り
山

江
沼
郡
綴
祭

寺
備
に
在
っ
て
、
土
人一
一品
つ
ん
ぶ
り
と
い
ふ
。
地
聞

に
八
僻
山
と
い
ふ
も
の
是
で
あ
る
。
高
さ
七
六
米
に

泊
ぎ
ぬ
が
、
附
近
で
は
最
も
両
い
。

生
カ
ッ
プ
リ
ヤ
マ
一
品
っ
ぷ
り
山

用
羽
咋
郡
稿
浦

の
東
方
に
在
る
山
。
一一両さ

一
四
二
米
。
地
質
卸
石
安

山
岩
。

の
東
北
に
在
る
山
。
高
さ
三
一
台
七
米
。
地
質
第
三
紀

問
。

タ
力

hm
カ
デ
カ
ン
ノ
ン
一
一品
出
観
音

羽
咋
郡
杉
野
出
血

に
在
る
。
邑
併
に
官
公
の
耐
鄭
そ
京
都
か
に
つ
糊
前
し

た
時
共
に
奉
戴
し
た
税
者
で
あ
る
と
い
ひ
、
官
阪
の

菅
原
制
社
毎
三
十
三
年
の
大
祭
に
は
必
ず
こ
の
制
止
閉

そ
迎
へ

て
開
帳
す
る
そ
古
例
と
L
、
そ
の
授
受
の
儀

は
菅
原
・
杉
野
屋
の
邸
な
る
天
王
松
に
於
い
て
行
は

れ
た
。
天
王
松
は
絡
傍
に
在
る
大
舗
で
あ
っ
た
が
、

接
永
の
頃
に
枯
死
し
た。

h
F
カ
ド
ウ

高
堂
一
σ
…げ
能
安
部
絞
禄
郷
に
回

す
る
部
議
。
郷
村
名
義
抄
に
、
こ
の
村
に
古
へ
甚
敬

組
、
平
安
朝
末
期
と
認
め
ら
れ
る
木
造
天
部
倣
諸
積

体
高
四
八
艇
が
あ
る
。
叉
建
治
元
年
九
月
活
況
作
問

主
侍
鮫
大
法
問
祐
郡
の
六
所
明
訓
懸
仰
は
楠
絞
活
彩

誌
の
も
の
で
、
径
二
四
極
を
有
L
、
表
面
に
八
勝
大

苔
隣
・
白
山
妙
型
機
到
・伊
閉
山
流
岐
椴
迎
・
気
多
大
明

訓
・若
王
子・
高
爪
大
明
利
の
本
地
仰
を
一
一
則
一
体
処

描
き
、
重
要
美
術
品
に
指
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
↓
〆

イ
フ

グ
ジ
大
相
寺
。

主
力
ツ
メ
ヤ
マ

一品
爪
山

羽
咋

・
臥
烹
二
部
の

境
に
在
っ
て
、海
抜
三
三
入
米
。
地
質
卸
石
安
山
岩。

大
田
刷
寺
山

・
金
問
山
と
も
い
ひ
、
山
委
脳
銑
拭
斡
お

す
を
以
て
能
理
府
富
士
・能
昌
明
の
金
山
と
も
併
せ
ら
れ、

叉
洞
ャ
岳
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
白
隠
の
翻
却
に
、

『
頂
上
に
問
脅
堂
有
之
。
停
年
六
且
十
八
日
祭
酬
明
有

之。

十
七
日
夜
前
鍛
上
り
候
府
巾
mm
候
。
踏
よ
り
頂

上
ま
で
道
程
什
三
町
位
。
』
と
あ
る
。

hm
カ
ツ
メ
ヤ
マ
カ
ン
ノ
ン
ド
ウ

一一品
爪
山
観
音
堂

羽
咋
綿
布
爪
山
の
取
に
あ
っ
た
。
能
稜
誌
に
、『
絶
頂

に
首
凶

H
六
番
の
札
所
悦
脅
設
あ
り
。
協
に
議
附
石

鯨
の
大
仰
あ
り
。
是
は
荒
木
の
海
よ
り
上
り
給
ふ
大

仰
に
て
、
軍
き
都
限
り
な
き
に
、
此
(
均
六
十
"此
除
に

成
る
里
人
に
告
有
て
向
円
以
山
上
せ
し
と
也
。
』
と
閉
山
す

崎。。

hm
カ
ト
リ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン

高
鳥
明
神
以
来
柑
に

在
っ
た
。
文
政
の
枇
川
町
艇
に
、
都
農
村
(
今
柿
生
〉
の

径
一
岬
宇
-
一品
取
大
明
耐
と
い
ひ
、
館
注
目
命
を
祭
耐
と

す
る
こ
と
そ
閉
山
す
が
、
今
そ
の
祉
が
な
い
o

h
m

ガ
ナ
ホ
カ
h
F

多
賀
直
方

辺
栴
也
角

・
新
左

衛
門

信
浪
。
強
一
右
術
門
直
定
の
子
。
質
文
六
年

前
倒
綱
紀
の
出
世
小
将
と
な
り
、新
知
三
百
石
を
受
け
、

漸
く
加
附
し
て
四
千
石
に
烹
り
、
貞
手
三
年
父
の
隊

二
千
石
そ
裂
い
で
六
千
石
と
な
り
、
若
年
寄
に
任
ぜ

ら
れ
た
が
、
元
政
十
年
七
且
九
日
蝕
居
h
k
命
ぜ
ら
れ

た
。
そ
の
知
紋
は
不
明
で
あ
る
。
後
三
十
年
を
鋭
、

吉
徳
の
時
亭
保
十
四
年
十
二
月
に
去
り
て
宥
さ
れ
、

十
六
年

十
周
致
仕

L
、
七
百
石
を
養
老
封
と
し
て

春
宵
と
川
町
し
、
十
入
年
八
十
=
一
訟
を
以
て
残
し
た。

直
方
は
字
を
放
甫
と
い
ひ
、
件
相
幹
あ
っ
て
事
務
に
熟

じ
、県
制
に
沼
じ
、
そ
の
僚
記
に
平
尾
邸
拝
領

一
件
・

松
山
虫
公
近
習
向
留
帳
波
部
が
あ
る
。

h
F
ガ
ナ
ホ
キ
ヨ
多
賀
直
清
沼
椴
左
証
、
後輸出

一
右
衛
門
。
覧
政
二
年
十
二
且
十
一
日
亡
父
抽
出
一
右

衛
門
直
房
の
跡
目
を
相
続
し
て
五
千
石
を
受
け
、
=一

年
十
月
定
火
消
と
な
り
、
古宇和
三
年
十
且
詮
分
御
宮

寺
が
あ
っ
た
と
し
、
百
合
若
大
隠
が
ほ
供
養
の
お
に

堂
守
建
て
た
と
の
併
設
を
附
合
し
て
ゐ
る
。

し
か
し

能
美
郡
名
駅
誌
に
、地
税
掌
が
あ
っ
た
と
い
ふ
か
ら
、

村
名
は
そ
れ
か
ら
起
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

h
F
カ
ド
ウ
シ
ン

高
堂
新

内
一
一
け
能
楽
部
仮
律

郷
に
邸
す
る
総
務
。

主
力
ト
モ
ザ
ツ
チ
ヨ

窓
友
難
審
二
加
。
乾
容

は
紳
武
紀
遡
前
考
・約
日
本
巴
紀
考
資
・担
保
改
読
等
十

一
組
、
埼
巻
は
隠
防
名
義
・宇
筑
均
の
考
・蹴
彦
考
等

八
編
宇
-
載
せ
る
。
叉
別
に
問
題
の
一
容
が
あ
っ
て
、

志
賀
の
山
越
・
を
さ
の
か
は
ひ
・
山
市
涜
十
続
出
畔
・忌
辛

紳
殺
や
一集
め
て
あ
る
。

火
消
に
榔
じ
、
文
化
元
年
五
且
復
定
火
消
に
任
ぜ
ら

れ
、
文
政
四
年
一一
一
月
十
五
日
六
十
二
肢
を
以
て
残

L
、
嗣
子
刑
部
直
目
日
嗣
い
だ
。
直
前
好
ん
で
和
歌
を

作
っ
た
。

hm
ガ
ナ
ホ
キ
ヨ
カ
シ
ュ
ウ

多
賀
直
清
歌

集

多

賀
抽
出
一
右
衛
門
直
消
の
紙
袋
で
.
そ
の
子
直
島
の
作

も
少
し
は
拠
ず
る
。
詠
倣
上
の
心
得
一
こ
が
的
か
れ
、

直
摘
の
随
錠
も
附
秘
さ
れ
て
ゐ
る
。

生
ガ
ナ
ホ
サ
ダ

多
賀
直
定

幼
名
八
十
郎
、
後

左
証
・
強
一
右
衛
門
。
左
兵
衛
努
視
の
嫡
男
。
交
の

夜
後
寛
永
入
年
前
川
利
的
に
仕
へ
て
山
政
千
石
世
間
交

け
、
抑
揚
奉
行
・底
政
務
行
・大
航
自
に
開
抑
制
出
し
、
正

保
元
年
外
組
拠
村
易
英
卒
後
の
政
千
石
を
例
い
て
脇

は
り
、
併
せ
て
こ
千
石
と
な
り
、
人
持
組
に
列
し

た
。
前
問
綱
紀
の
時
延
期
叫
八
年
公
車
場
奉
行
に
進

み
、
点
字
三
年
老
を
以
て
恨
め
、
授
、
一
氷
況
年
制
担
。
年

九
十
六
。
法
脱
唯
一
空
心
街
士
。
直
定
的
服
情
動
、

在
職
数
十
年
、
治
体
に
結
線

L
、
政
明
に
貰
献
す
る

こ
と
多
か
っ
た
。
文
部
僚
を
好
み
、
大
来
寺
月
舟
及

び
間
山
に
出
世
し
た
。

h
F
ガ
ナ
ホ
h
z
ケ

多

賀
直
威

沼
田
梢
縫
殿
・新
左
衛

門
。
手
は
党
隣
。
直
方
の
嫡
男
。
屈
町
制
を
以
て
仕

へ

ず
、
文
四
千
を
好
み
、
詩
賦
を
能
〈

L
、
草
裁
に
巧
で

あ
っ
た
。
事
保
二
十
年間担
、
訟
五
十
七
0

・責
ガ
ナ
ホ
ヒ
デ

多
賀
直
秀

初
郎
直
方
。
小
芋

孫
太
郎
、後
隼
人
。
直
定
の
嫡
男
。
寛
文
三
年
前
回
綱

紀
に
仕

へ
て
奥
小
符
と
な
り
、
新
知
七
百
石
を
受
け

た
が
、
十
二
年
引
用
什
六
日
間
離
闘
屋
雲
八
郎
と
城

中
に
邸
う
て
創
荷
受
け
、
九
且
七
日
能
穀
鵜
捕
に
諭

せ
ら
れ
、
居
る
こ
と
撤
年
に
し
て
召
泣
せ
ら
れ
た

が
、
間
僻
し
て
配
所
に
波
し
た
。
時
に
事
保
十
年
、

年
七
十
九
。
直
秀
梨
を
好
み
、
詩
歌
に
長
じ
た
o

h
F
ガ
ナ
ホ
フ
サ
多
賀
直
房

沼
都
新
六
郎
。
直

五
O
四


